
　ジョルジョ・ヴァザーリといえば「美術科列伝」の著者として、ルネサンス期の多
くの画家たちの伝記を記したことで知られているが、その序文として当時の建築、彫
刻、絵画の技法について詳細に記録していたことについては意外に注目されていない。
　この本は「美術科列伝」の序文として書かれた技法論、一部から三部の序論部分の
全翻訳と、その注解、研究論文から成り立っている。初期ルネサンス期の技法書とし
てはチェンニーノ・チェンニーニの「絵画術の書」が有名だが、レオナルド・ダ・ビ
ンチ、ミケランジェロらを経てマニエリスムに至る盛期ルネサンスの時代を画家とし
て活動した生き証人としてのヴァザーリによる当時の記述から得られる情報は、ルネ
サンス絵画を物質面から理解する上で貴重なものである。
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